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はじめに

特別活動である修学旅行や集団宿泊の準備や下調べを、総合的な学習の時間の授業時数に入れ、それらの

行事が終了と同時に、総合的な学習の時間の学びも終了を迎えるという実践もある。しかし、残念ながら、

それらが、総合的な学習の時間の学びで求められる協同的な学びや探究的な学び、自己の生き方を考えるこ

とができる学びが保障されているものばかりとは言い難い。

「小学校学習指導要領解説総則編」（文部科学省、2008）には、「総合的な学習の時間においてその趣旨

を踏まえると同時に、特別活動の趣旨をも踏まえ、体験活動を実施した場合に特別活動の代替を認めるもの

であって、特別活動において体験活動を実施したことをもって総合的な学習の時間の代替を認めるものでは

ない。また、総合的な学習の時間において体験活動を行ったことのみをもって特別活動の代替を認めるもの

でもなく、望ましい人間関係の形成や公共の精神の育成といった特別活動の趣旨を踏まえることは言うまで

もない。」（p.45）とある。それにもかかわらず、平成14年から完全実施（小学校）となった総合的な学習

の時間において、カリキュラム開発に力を注いでいた期間を過ぎた今、課題を感じながらも、カリキュラム

の見直しを図るエネルギーや見通しをもつことができにくいのが現状である。各教科、道徳、総合的な学習

の時間及び特別活動が、それぞれ、本来の役割を果たすための打開策を見いだす必要がある。

１．「つなぐ」を意識したカリキュラム開発の必要性

「小学校学習指導要領道徳編」（文部科学省、2008）では、「集団宿泊活動やボランティア活動、自然体

験活動などの道徳性をはぐくむための体験活動と道徳の時間の時期や内容との関連を考慮し、道徳的価値の

一層の自覚を深めるなどの工夫を図ることも大切である」（pp.71〜72）、「小学校学習指導要領解説総則

編」（文部科学省、2008）では、「集団宿泊活動やボランティア活動、自然体験活動などの体験を通して児

童の内面に根ざした道徳性の育成が図られるよう配慮しなくてはならない」（p.23）と示され、道徳教育や

道徳の時間において体験活動との関連を図る重要性について述べられている。

また、「小学校学習指導要領解説道徳編」（文部科学省、2008）では、「道徳の時間は、各教科、外国語

活動、総合的な学習の時間及び特別活動などで学習した道徳的諸価値を、全体にわたって人間としての在り

方や生き方という視点からとらえなおし、自分のものとして発展させていこうとする時間」（p.30）と示さ

れている。特別活動、総合的な学習の時間、道徳は、いずれも「生き方」にかかわる内容を含み、子どもが、

現代社会を未来に向けて生き抜く術を身に付けるために、関連付けることが大切である。

奈須（2011）は、「総合に固有の特質として、暮らしにかかわる答えのない問いを自分自身の問いとして
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引き受けて考え抜くということをあげることができる」（p.44）と述べている。また、奈須（2011）は、学

ぶことや生きることについて、「『より納得のいく私をいまよりも先の時間にほんの少しでもつくろうと

する』という営み」、「『答えなき問いを引き受け、問い続ける』。私は子どもたちを、このある意味と

ても辛くしんどい、しかし常に未来に希望のもてる生き方を、力強く貫き通せる人間に育てたいのです。」

（p.113）と述べている。総合的な学習の時間の学びは、道徳において「内面性に根ざす」「自分のものと

して発展」させる子どもの姿につなぐことができるのである。総合的な学習の時間の学びによって導き出さ

れた「自分なりの応え」は、道徳的実践意欲と態度の育成にもつながり、より具体化・実践化に向かうであ

ろう。

さらに、奈須（2011）は、「教科は抽象や一般や普遍をめざすけれど、生活というのは、具体や特殊や個

別をめざす。」（p.185）と述べている。実生活では、置かれた立場や状況が変われば、支えとしてきた道

徳的価値が揺らいだり、異なる道徳的価値との葛藤が生まれたりすることは多々ある。より客観的で、より

状況に応じた「自分なりの応え」を導き出すためには、今を共に生きる仲間と課題について語り合い、つな

がっていくことが必要となる。そのためにも、国語科の学び方との関連を図ることも重要である。

２．研究の目的と方法

筆者１）は、各教科、道徳、

総合的な学習の時間及び特別活

動が、各領域独自の役割を果た

すと同時に、深く結び付き、一

人の人間としての子どもの育ち

を保障するカリキュラム開発を

行いたいと考えた。その考えの

もと、各教科、道徳、総合的な

学習の時間及び特別活動を「つ

なぐ」カリキュラム開発を行っ

た。

また、カリキュラム開発を授

業づくりのレベルから行いたい

と考え、子どもが、授業の中で

活用する知識・技能、見方・考

え方、学び方を計画に明記し

た。そして、学びの事実から子

どもが創り出す「つながり」を

見取り、「つながり」を創出す

る可能性を探り、計画レベルの

「『仮』キュラム」にとどまら

ず、実証カリキュラムとして蓄

積し、見直しの方向性を探りた

いと考えた。授業研究の際には、

羅生門的接近2）を行い、授業

評価シートに、参観者が見取っ

た「つながり」の記述欄を設け、

授業者の意図と子どもの姿との

整合性や授業者が見逃した「つ

ながり」を把握した。

図１ 「自分なりの応え」を求め続ける子どもを育てるカリキュラム開発例
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３．「自分なりの応え」を求め続ける子どもを育成するカリキュラム開発の実際

３－１　カリキュラム開発例

「働く」をテーマに掲げ、道徳の時間に自覚や理解を深めた道徳的価値をもとに、これまでの経験だけで

課題に対して判断するには物足りず、「働く人々は、皆資料の人物のような職業観をもっているのか」「私

のよく行く店はどうか」等、「自分なりの応え」を求め続ける子どもを育てたいと考えた。図１は、そのカ

リキュラム開発例である。

３－２　「おもてなし」［第６学年］（総合的な学習の時間）の単元観

以下は、「おもてなし」（総合的な学習の時間）の単元の過程や単元末に目指した子どもの姿である。

３－３　今もつ「おもてなし」観の自覚を促す【総合的な学習の時間】

表１は、追求前の自分の「おもてなし」観について自覚を促す過程における計画案である。

表１　今もつ「おもてなし」観の自覚を促す過程の計画案

３－３－１　「おもてなし」に対するイメージマップをかく

イメージマップに記述された言葉の中から、「おもてなし」によって生

み出される心の動きに関するものを赤ペンで囲んだり、線を引いたりした。

そうすることで、「おもてなし」によってもたらされる人々の感情に目を

向けることができるようにした。図２は、Ａ児のイメージマップである。

Ａ児は、ホテルでの「おもてなし」により「お客さんの気持ちもup」、養

護教諭の「やさしさ」が「行く気もup」「行く人の気持ちもup」等と記述

していた。Ａ児は、この活動の中で、「因果関係を考える」学び方を活用

し、もてなす側の行為や創り出す空間等による客側の気持ちの変容に目を向けていることが分かる。

３－３－２　班でイメージマップを作成する

次時は、班で「おもてなし」についてのイメージマップを作成した。そうする

ことで、一人では気付くことができなかった「おもてなし」に対する思いや願い、

見方・考え方にふれることができるようにした。

図３のＡ児の班のイメージマップを見ると、語り合う中で、より多くの具体的

な「おもてなし」の行為や創り出される空間等が挙げられたことが分かる。「ま

た行きたい」という記述からは、リピーターを生む「おもてなし」に着目したこ

とが分かる。また、「モヤモヤがなくなる・心がスッキリする」という記述からは、もてなされる側が、日

常のストレスから解放されたいという思いや願いをもつ場合があることにも着目したことも分かる。

図２　Ａ児のイメージマップ

図３　Ａ児の班の
　　イメージマップ
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３－３－３　全体で語り合った後に、自分の「おもてなし」観について整理する

全体での語り合い後、追求前の「おもてなし」に対する「自分なりの応え」とその根拠を記述させた。

図４はＢ児、図５はＡ児のワークシートである。Ａ児とＢ児は、考えを見える化する表現方法を活用でき

た。例えば、国語科の説明文で学

んだ、抽象的なキーワードにする

ことは、自分の結論を伝えるため

には有効だが、「例えば」と具体

で説明するとより考えが伝わりや

すくなることを意識できている。

さらに、文章だけでなく絵や図で

表し、読み手とイメージを共有で

きるように工夫している。それら

を見ると、「おもてなし」が生み

出す因果関係に着目していること

が分かる。Ｂ児は、負の因果関係

にも着目し、「おもてなしやる気度０％」と割合で表している。２人は、もてなす

側ともてなされる側の双方向な関係に目が向いているが、「おもてなし」が社会に

与える影響には目が向いていないことが分かる。他の子どもも同様に、そのことに

は目が向いていなかった。

３－４　働くということ（道徳）　資料「三方よし」４－（４）勤労・奉仕

表２は、「おもてなし」の心や行為が「社会」に与える影響にも着目させるための授業計画案である。

表２　「おもてなし」の心や行為が「社会」に与える影響にも着目させるための授業計画案

３－４－１　「三方」とは何か予想し、語り合う

まず、図７のワークシートを用い、近江商人が働く上で

大切にしたキーワードを予想させた。そして、それをも

とに班で語り合わせ、ボードに整理させた。図６の記述を

見ると、「三方よし」の「自分よ

し」「相手よし」につながる視点

はもったが、前時と同様に、「世

間よし」には目が向いていないこ

とが分かる。他の班も同様であっ

た。

３－４－２　「三方よし」の意味を考える

子どもたちに「三方よし」について伝え、その意味について推論させると、以下のような考えを語った。

上記のような発言が続き、子どもたちは、自分なりに解釈したことを全体の場で発表し合う中で、「三方

よし」の具体的な場面や状況も共有し、道徳的価値を一般化できた。

図５ Ａ児の最初の
　「おもてなし」観

図４　Ｂ児の最初の「おもてなし」観

図７　思考・判断の過程が見える化されたＣ児

のワークシート

図６　ボード
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３－４－３　「三方よし」を自分なりにとらえ直す

語り合い後には、再び図７のワークシートを用い、「三方よし」を自分なりにとらえ直す時間を確保した。

表３　語り合い後の「三方よし」に対する「自分なりの応え」

表３の記述を見ると、子どもたちの「おもてなし」観や職業観に、「社会よし」という新たな視点が付け

加わるとともに、自分なりの言葉で「三方よし」に対する考えを整理できていることが分かる。Ｅ児のよう

に、働くことは人と人とが支え合う仕組みというとらえにまで達した子どももいた。

３－５　ディズニーリゾートの「おもてなし」に迫る（総合的な学習の時間）

表４は、プレ学習として、ディズニーリゾートの「おもてなし」に迫る過程の計画案である。

表４　ディズニーリゾートの「おもてなし」に迫る過程の計画案

３－５－１　ディズニーリゾートのミッションを予想する

班で検討する前に、付箋へのキーワードの記述の仕方について指導した。付箋を用いた検討では、付箋に

記述された言葉の抽象度が異なり、「分類する」「キーワードにまとめる」という活動が円滑に行われない

場合がある。また、抽象度が揃っていても、あまりに抽象度が高い言葉であると、一人ひとりの子どもの思

いや願い、見方・考え方が顕在化せず、深まりのない検討になってしまう場合もある。

そこで、ある子どものこれまでのワークシートの記述を取り上げ、「キャラクター」の前に「魅力ある」、

「笑顔」の前に「まぶしい」と付けると、記述した子どもの考えがイメージしやすくなることを全体で共有

した。そして、例えば、「キャラクター」や「笑顔」等、挙げたキーワードが果たす役割や影響に目を向け

て、深い議論が展開されるようにした。また、遊園地独自の「おもてなし」にも目を向けてほしいと考えた。

３－５－２　班でディズニーリゾートのミッションについて検討する

これまでに遊園地に行った経験や修学旅行で行く遊園地のパンフレットもとに、自分なりの考えをもとに、

ディズニーリゾートのキャストのスローガンについての班の予想を表現物にまとめた。そして、各班に自分

たちの予想についてプレゼンテーションさせた。班や全体で検討して変容した自分の考えを見つめるために、

振り返りの時間を設定した。Ｂ児とＥ児は、ワークシートに、表５のように予想を記述していた。

表５　Ｂ児とＥ児のワークシートの記述

Ｂ児の「リズム感がよく覚えやすい」という記述から、スローガンをキャスト全体が共有することで、客

が満足する「おもてなし」が提供されることに目が向いたと見取った。それは、「『お客様への思いやり』
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は、重大ナンバー１」という記述からも分かる。Ｈ児の「客を待たせると、その分の時間が客にとっての損

になるから」という記述からは、客が時間を創り出して足を運ぶ意味に目が向いたことが分かる。また、Ｂ

児同様に、スローガンの表現にリズム感をもたせ、覚えやすいものにしている。

３－５－３　ディズニーリゾートで働く人々の「おもてなし」観、職業観に迫る

ディズニーリゾートで働く人々が大切にしているキーワード、働く上での喜び等を伝える資料を作成し、

人々の「おもてなし」観や職業観等をくみ取らせた。そして、ディズニーリゾートでモットーは、「すべて

のゲストにハピネスを」であること、「①安全性②礼儀正しさ③ショー④効率」（ディズニーリゾート・

キャンパス）の４点が行動基準の視点であることを伝え、その意味について推論させて語り合う場を設定し

た。語り合い後には、提示された情報を吟味・解釈したり、仲間の考えに影響を受けた部分や疑問点を見つ

めたりするために、振り返りの時間を確保した。表６は、Ａ児とＧ児の振り返りカードの記述である。

表６　　Ａ児とＧ児の振り返りカード記述

表７を見て分かるように、Ａ児もＧ児も、与えられた情報を鵜呑みにせず、「自分だったら」と立場を置

き換えて考えたり、自分の考えとの共通点を探り、納得できる点を見いだしたりすることができた。

３－６　加賀屋の「おもてなし」に迫る（道徳）　資料「加賀屋の『おもてなし』」４－（４）勤労・奉仕

表７は、加賀屋の「おもてなし」に迫る過程の計画案である。

表７　加賀屋の「おもてなし」に迫る過程の計画案

子どもたちに、これまでの経験や道徳、総合的な学習の時間における

追求をもとにして、加賀屋の「おもてなし」の考え方について推論させ

た。図８は、加賀屋の流儀を予想する際に用いたワークシートであり、

以下は、その空欄に入る言葉である。

これらを子どもたちに伝えた後には、実際の具体的な場面をイメージ

させて解釈する場を設定した。子どもたちは、表８のように語った。こ

れらの発言から、子どもたちは、これまで学んで得た見方・考え方、情

報、経験等と関連付けて、加賀屋の「おもてなし」の考え方をとらえようとしていることが分かる。それと

ともに、プロ意識の高さを具現化した行為に込められた意味を追求したいという思いをもったことが分かる。

表８　加賀屋の流儀に対する子どもたちの意見の一部

図８　用いたワークシート
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３－７　ホテルオークラ東京の「おもてなし」に迫る（道徳）資料「『おもてなし』と言葉」２－（１）（２）

表９は、ホテルオークラ東京の「おもてなし」に迫る過程の計画案である。

表９　ホテルオークラ東京の「おもてなし」に迫る過程の計画案

具体的な「おもてなし」の行為やその背景にある思いや願い、考え方にさらに目が向いてきた子どもたち

に、ホテルオークラ東京における「あいさつの基本」を例に挙げ、その後、「荷物を持ったお客様への声掛

け」「お客様が帰るときのあいさつ」について考えさせた。その際、選択肢を３つ挙げ、立場を明確にして、

考えを交流できるようにした。ホテルオークラ東京の「あいさつの基本」は、「客とすれ違うときは、必ず

立ち止まり、先に『いらっしゃいませ』と声を掛けてからおじぎをする」であった。（橋野・森田、p.46）

表10は、挙げた選択肢と解答である。特に、「荷物を持ったお客様への声掛け」に関しては、子どもた

ちは、２つの立場に分かれて議論をした。正解は①だが、多くの子どもは②を選択した。その主な理由は、

「②は客の立場に立ち、客に判断を委ねているので、客に寄り添っている。しかし、①は客の思いを無視

して、勝手に持つという声掛けになっている。」であった。この理由は、これまでの追求で得た「『おも

てなし』とは、相手の立場に立って行うも

の」という考え方をもとにしている。①は、

もてなす側の意志が表現された言葉である。

ここでは、もてなす側の積極的なかかわり

を求める方針であることを学んだ。

３－８　野球場の「おもてなし」に迫る（総合的な学習の時間）

表11は、修学旅行の訪問先である野球場の「おもてなし」に迫る過程の計画案である。

表11　野球場の「おもてなし」に迫る過程の計画案

筆者は、前年度も修学旅行の引率をしており、その際の筆者が撮影した調査画像を提示し、筆者の「おも

てなし」観について推論させた。そうすることで、同じ「おもてなし」の行為やそれによって創出された場

や空間等を見ても、人や求めによって見方・感じ方が異なることに気付くことができるようにした。それと

ともに、修学旅行での調査活動をイメージしたり、画像を残す意味について実感したりできるようにした。

３－９　修学旅行の訪問場所の「おもてなし」について予想する（総合的な学習の時間）

表12は、修学旅行の訪問場所の「おもてなし」について予想する過程の計画案である。

表12　修学旅行の訪問場所の「おもてなし」について予想する過程の計画案

修学旅行の訪問場所が「おもてなし」を行う上で大切にしていることを予想させておき、その予想が合っ

表10　ホテルオークラ東京の「おもてなし」に関するクイズ
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ているかどうかを、修学旅行の調査活動の中で確かめることができるようにした。

３－１０　修学旅行の訪問場所や身近な生活の中で調査を行い、分析する（特別活動・総合的な学習の時間）

表13は、修学旅行の訪問場所や身近な生活の中における「おもてなし」に迫る過程の計画案である。

表13　修学旅行の訪問場所や身近な生活の中における「おもてなし」に迫る過程の計画案

修学旅行の訪問場所や身近な生活の中における「おもてなし」を調査し、それらを画像として残し、込め

られた思いや願い、見方・考え方について分析させた。そして、「おもてなし」の一般性と個別性を見いだ

させるとともに、「おもてなし」界の「カリスマ」になるには何が必要か探らせた。ここでいう「カリス

マ」とは、一流ということで共通理解した。「日本

の宿おもてなし検定」（日本の宿おもてなし検定公

式ウェブサイト）があるが、自分たちなりに導き出

した後に表14にある情報を提示し、プロの考えと自

分たちの考えを比較できるようにした。そうするこ

とで、プロの考えを鵜呑みにするのではなく、自分

たちの追求と関連付けて解釈したり、同様な考えを

導き出している自分や自分たちに自信をもち、自己

肯定感を高めたりできるようにしたいと考えた。

図９を見ると、「カリスマ」レベルに必要なもの

は、「１位サプライズ、２位思い出の残し方の提案、

３位様々な状況に合った対応の仕方、４位時間を忘

れるパフォーマンス、５位いつもとは違う気分にさ

せること」とまとめ、その理由と班員の経験した事

実やそこで感じたことをもとに具体例を挙げた。そ

して、「意志・経験・努力が必要なものがカリスマ

中のカリスマ」と結論付けた。

図９　Ｂ児の班の表現物

表14　「日本の宿おもてなし検定」のレベル
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３－１１　「カリスマ」レベルに入る「おもてなし」について検討する（総合的な学習の時間）

班の分析後には、全体で、「カリスマ」

レベルに入る「おもてなし」について検討

する場で授業公開を行った。図10は、羅生

門的接近により、参観者から意見を得たい

視点を伝える資料である。

３－１１－１　語り合いと授業者の見取り

図12　本時に子どもたちと創り出した板書

図12は、本時の板書である。これを見ると、子どもたちは、考えを伝えるために必要な表現物を用いたこ

とが分かる。しかも、自分の立場を明らかにし、黒板のどの辺りにそれを張りながら説明すればよいのかも

考えながら、語ったことが分かる。語り合いの最初には、Ｈ児とＩ児が基調提案をした。Ｈ児は、「客の心

がハッピーにならない限り成功とは言えない。一人ひとりは難しい。」という考えを基調提案で述べた。

図11　本時案

図10　参観の視点を共有するための資料
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この基調提案をみると、道徳で得た見方・考え方や国語科の物語の学び方を関連付けるとともに、関連付

けた理由を説明するために、「キーワードにまとめる・たとえる・言い換える・問いかける」などの学び方

を活用したことが分かる。それに対し、Ｉ児は以下のように語った。

この基調提案をみると、Ｈ児のいる２班の考えに反論しながら、自分たちの考えを主張するために、「イ

エス・バッド法を用いて語る・問いかける」などの学び方を活用していることが分かる。

これらの基調提案をもとに、自分がもてなされる側ともてなす側のどちらの視点を重視して考えを導き出

したのか、自覚できるようにするとともに、議論を焦点化した。その後、子どもたちは、以下の学び方を意

識し、仲間を納得させるための表現方法や内容を模索していると、筆者は見取った。

３－１１－２　参観者が見取った学び方

表15は、授業評価シートの「これまで身に付けてきたどのような学び方や学習内容等を活用しているよう

に見取ることができましたか」という質問項目に対する参観者の記述内容である。

表15　参観者が見取った質問事項１にかかわる学び方

表16は、授業評価シートの「これまで身に付けてきたどのような学び方や語り合う際のコツ等を活用して

いるように見取ることができましたか」という質問項目に対する参観者の記述内容である。

表16　参観者が見取った質問事項２にかかわる学び方

まとめ

どの課題解決の場面においても、活用している身に付けてきた学習内容や追求方法、表現方法、考えなど

や、それらを活用するよさを実感させるようにしていった。そのため、児童は、課題解決の場面に応じて、
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それらの中から有効だと考えたものを選んで活用できるようになってきたと感じた。

授業評価シートに見ると、校内外にかかわらず、参観者は、多様な学び方を見取っており、見取りの視点

を提示しておくことの重要性を実感した。「学びのつながり」を研究テーマに掲げ、研修を積み重ねてきた

同僚からの見取りは、多少の表現の違いはあるが、ほぼ授業者の意図と一致し、校内研修を行う目的、視点

や方法等を共有できていることや同僚性の高まりを実感した。同僚性の高まりは、カリキュラム開発には欠

かせない。また、ある参観者のシートには、「子どもの発言から、教師が子どもにこれまで意識させてきた

ことが感じられた。ふだんから各教科等のつながりを教師が意識していないと、このような発表や発言を子

どもはしない。」と記述されており、日々の授業の中で、学びの深化・活性化を願い、子どもの発言や記述

等から「つながり」を見て取れるように、子どもたちの表現力に磨きをかけてきた成果を実感できた。さら

に、その記述や「子どもをやる気にさせる先生のハートと技術が見取れた。」という記述から、「子どもの

ために成長し続けたい」「カリキュラムを更新し続けたい」と教師が思うためには、「つながり」や授業者

の意図をくみ取りながら授業づくりに真摯に向き合う同士の存在や支えが、大きな力になることも実感した。

注

１）2014年３月まで、筆者は、山口県下松市立公集小学校に教諭として勤務する。この実践は、第６学年担

任時、山口県教育委員会からの委嘱の業務、教育力向上指導員として行ったものである。

２）荒木（2001）によると、「総合的な学習では、アトキン（1975）の述べる羅生門的接近が中心となる授

業構成法や評価法が求められる。羅生門的接近とは、一つの事実や事件が立場の相違によって違って見

えるという認識の相対性を扱った芥川龍之介の小説『藪の中』に題材を求めた黒沢明監督のベニス国際

映画際グランプリ作品『羅生門』にちなんだものである。」（p.20）	
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